
１２月４日（金）新型コロナウィルス感染拡大に伴う差別や偏見 

                          R2.12.4 昼放送 
 

 

 みなさんこんにちは。校長の佐久間です。 
  

今日で全学年の期末テストが終わりましたね。ホッとしている人が多い

ことと思います。給食の最中ですが、大切なお願いがありますので、耳と
心だけ傾けて、食べながら聴いてください。 

 

 みなさんもニュース等で知ってのとおり、現在、一部都道府県において
第 3 波と言えるくらいに新型コロナウィルスの感染が拡大しています。

もちろん、川口市内においても児童・生徒の感染が確認されています。 

 
 そこで、何度となく皆さんにメッセージを伝えてきましたが、あらため

て皆さんに伝えます。 

 
目には見えませんが、ウィルスは本当にすぐそこにいます。いるんです。

だからと言って怖がり過ぎる必要はまったくありません。みんなで引き続

き感染予防の意識をしっかり持ち、対策をとればいいんです。 
 

 それでも万が一感染してしまったら、それ以上に感染が広がらないよう

にみんなでスクラムを組んで対応すればいいんです。 
 

 世の中にウィルスに感染したいと思っている人はいません。でも万が一

にも、身近なところで感染者が出てしまったとしたら・・・。だからと言

ってその人を興味本位で探したり、噂話をしたり、差別したり、偏見の目

で見たり、いじめるようなことは絶対にあってはいけないんです。そんな

時こそみんなで支え合うんです。 
 

校長先生をはじめ、芝中の先生方はいじめを絶対に許しません。 

 
 どうか、これからも学校・家庭における感染予防の意識を高く持ち、万

が一身近な人が感染してしまっても、その人の回復を温かく見守れる芝中

生であってください。校長先生の話は以上です。 
 


